
岩手県におけるスマート農業技術の
開発・実装に向けた取組

岩手県農林水産部農業普及技術課

R6.12.18 スマート農業推進フォーラム2024 in 東北



岩手県におけるスマート農業（農業ＤＸ）の推進方向
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推進体制の強化
産学官民による推進体制を構築し、関係機関・団
体の連携による農業ＤＸの普及と定着を促進

技術の開発・実証
本県農業の実情に即したスマート農業技術を研究
開発
現地実証を通じ、地域に適合した技術を確立

デジタル人材の育成
研修会等の開催により、スマート農業技術の活用
方法等を指導できる人材やスマート農業技術を駆
使できる農業者を育成

導入コストの低減
事例の紹介や経営規模に応じた適正な導入コスト
の目安等を提示
各種補助事業や農業支援サービスの活用を提案

農業生産基盤の整備
スマート農業技術の活用を可能とする農業生産基
盤の整備を推進



《推進体制の強化》  いわて農業ＤＸ推進連携会議

【いわて農業ＤＸ推進連携会議】

○ 構成機関・団体

産：岩手県農業機械協会、ＪＡ岩手県中央会、

ＪＡ全農いわて、岩手県土地改良事業団体連合会

学：岩手大学、岩手県立大学

官：東北農業研究センター、岩手県農林水産部

民：岩手県農業農村指導士協会、岩手県農業法人協会

※ オブザーバー：東北農政局岩手県拠点

○ 第１回会議 （６/11）

各機関・団体における農業DX推進に向けた取組の共有・

意見交換

○ 第２回会議 （２月開催予定）

各機関・団体における今年度の取組実績・今後の取組方向

の共有・意見交換
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○ 効率的で収益力の高い農業の実現に向け、スマート農業技術を活用した農業ＤＸを推進するため、県
内の産学官民による「いわて農業ＤＸ推進連携会議」を設置（Ｒ６）

○ 農業ＤＸ推進に向けた関係機関・団体による取組の共有・意見交換を実施

第１回いわて農業ＤＸ推進連携会議



《推進体制の強化》  令和６年度以降の農業DX推進体制
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・位置づけ ： いわてＤＸ推進連携会議の農業部会として位置付け
・構 成 ： 県、農業機関・団体、研究機関、大学等 10組織

会 長：県農林水産部農政担当技監

副会長：ＪＡ岩手県中央会 ＪＡいわてグループ農業担い手サポートセンター長

・目 的 ： 農業ＤＸ推進に向けた関係機関・団体による取組の共有、意見交換

いわてＤＸ推進連携会議 （会長：岩手県知事）
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・構 成 ： 農業者、研究者、企業等 約450名

スマート農業技術やイベント情報などの情報提供



《技術の開発・実証》  県における技術開発・実証

○ データ駆動型農業の取組を推進するため、県農業研究センターによる技術開発と実証を実施（R5～）
○ スマート農機の適用品目の拡大、中山間地への適応、予測技術の活用、未確立な品目でのスマート農業
技術を開発
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《デジタル人材の育成》  現地技術交流会の開催

【Ｒ５年度の開催状況】

○ 畑作 （県南）

スマート農業技術を活用した排水対策

○ 土地利用型野菜 (県北）

スマート農業技術一貫体系

○ 施設園芸 （沿岸）

環境モニタリングに基づくハウス管理

※ 畑作と土地利用型野菜は東北農研との共催

【Ｒ６年度の開催状況】

○ 施設園芸 （県北）

雨よけほうれんそうの環境制御技術

○ ドローン （県央）

ドローンの多目的利用

○ 畜産 （県南） ※ １月開催予定

粗飼料生産でのほ場管理システム活用

○ データ駆動型農業の取組を推進するため、農業者や関係機関・団体を対象とした「現地技術交流会」を
開催。県内の先進的な取組事例を分野ごとに、年３か所で開催（R5～）

○ 現地事例を農業者から直接学ぶことで、実践的な技術の理解促進、導入につなげるもの

先進農業者による導入技術の実演
（自動操舵を活用した排水対策の効率化）
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ドローンの多目的活用事例の研修
（ドローンを活用した可変施肥技術）



《導入コストの低減》  スマート農業事例集 ・ 導入判断支援ツールの提供

○ 県内での実証結果やスマート農業技術の内容を整理した「スマート農業事例集」を発行・改訂（R2～）
○ 農業者の経営規模に応じて導入可能な技術を判断できる「スマート農業技術導入判断支援ツール」を
公開（R6）

【岩手県スマート農業事例集】

○ スマート農業技術の導入推進の手引き

○ スマート農業技術の概要、県内での導入・
実証事例、調査報告、利用規模の目安、アン
ケート結果等を取りまとめ

【スマート農業技術導入判断支援ツール】

○ 経営規模に見合ったスマート農業技術の
判断ツール

○ 農業者が経営規模別に導入可能なスマー
ト農業技術を確認できる

岩手県スマート農業事例集
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スマート農業技術導入判断支援ツール
「いわてアグリベンチャーネット」ホームページで公開中

https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/theme/index.html



【ほ場整備の実施】
○ スマート農業技術の活用を可能とする基

盤整備の推進
  ・ 県内68地区で基盤整備（大区画化、パイ

プライン化）を実施中
・ うち19地区で草刈りロボットに対応する
法面の緩傾斜化も実施中

《農業生産基盤の整備》  生産基盤の着実な整備

【農業水利施設等の管理】
○ ダム、水路等におけるドローンによる自

動巡視の実証調査
・ 所要時間 10～40％削減
・ 立入り困難な箇所の安全かつ効率的な
調査が可能
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ドローンによる施設の機能診断
法面の緩傾斜化により自動草刈機の導入が可能に

○ 農業水利施設等におけるドローン等を活用した管理の省力化・高度化に向けた実証調査
○ スマート農業技術の活用を可能とする基盤整備の推進



普及に向けた問題点と今後の取組方向

項 目 普及に向けた問題点 今後の取組方向

推進体制の強化 －
「いわて農業ＤＸ推進連携会議」
等の継続開催

技術の開発・実証
本県の実情に即したスマー
ト農業技術の開発が不足

生産現場のニーズを踏まえた、
スマート農業技術の開発・実証の
取組拡大

デジタル人材の育成
最新のスマート農業技術を
活用できる指導者・農業者
が少ない

現地技術交流会等の開催

導入コストの低減
スマート農業機械等の導入
コストが高い

優良事例の紹介
各種補助事業による導入支援

農業生産基盤の整備 －
スマート農業技術の実装が可能
となるほ場整備の取組拡大
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